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パルスオキシメータの開発と実用化
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＜業績＞
パルスオキシメータは、動脈血中の酸素飽和度SpO2（ヘモグロビンがどの程

度酸素と結びついているか）について、吸光度の変化を利用することで、採血せ
ずに非侵襲かつ連続的に測定する装置である。

WHOは安価で簡単に使えるパルスオキシメータを世界中に普及させる活動を
行い、発展途上国の手術室における麻酔中の患者安全性を向上させる活動を行っ
ている。

また、昨今は新型コロナウイルス感染症患者の病態把握にも用いられている。
新型コロナウイルスに感染すると、本人は症状等を自覚していないにも関わらず、
急速に肺炎が進行し重症化する場合がある。自覚症状がない状態でも血中の酸素
量は低下しているケースが報告されており「Silent hypoxia(隠れ低酸素症) とも
呼ばれている。軽症・無症状者の低酸素症を的確に把握し重症化する前に適切な
処理をするために、世界中でパルスオキシメータの有用性が再認識されている。

＜功績＞
1974年3月29日、日本光電工業株式会社の青柳卓雄らにより、パルスオキシ

メータの原理に関する特許「光学式血液測定装置」が出願され、1979年に同社
は国内特許を取得した。非侵襲かつ連続的に動脈血中の酸素飽和度を測定可能な
パルスオキシメータは世界中で使用されている。

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)診療の手引き・第2.2版

世界初のイヤオキシメータ「OLV-5100」
（耳介で計測するパルスオキシメータ）


